


（２）2021 年 12 月期通期個別業績予想と実績との差異（自 2021 年１月１日至 2021 年 12 月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

5,787 

百万円 

△381 

百万円 

△372 

円 銭 

△3.21 

実績値（Ｂ） 5,563 △581 △29 △0.26 

増減額（Ｂ－Ａ） △223 △200 342  

増減率（％） △3.9 － －  

（参考）前期実績 

（2020 年 12 月期） 
4,240 △1,227 △1,242 △22.64 

 

３．差異の理由 

2021 年 12 月期の業績につきましては、世界的な新型コロナウイルス感染症 の感染拡大に伴い、

度重なる「緊急事態宣言」及び「まん延防止等重点措置」の発令による人流抑制策及び経済活動の制

限等の影響により、厳しい状況が続きました。また、ワクチン接種の普及などにより 2021 年度後半

には新規感染者数が減少に転じ、持ち直しの動きが見られましたが、新型コロナウイルスの新たな変

異株が確認されたことによる第 6 波への警戒感から下期に予定していたオフラインコンサートが一

度も開催ができませんでした。 

このような状況の中、オフラインイベント配信サービスである「Beyond LIVE」での配信やプラッ

トフォームの拡張、経営資源の一本化による収益構造の見直し等を行いましたが、大幅な減収や減益

を補うには至りませんでした。 

その結果、2021 年 12 月期の通期の連結業績につきましては、売上高、営業利益、経常利益が前回

発表数値を下回りましたが、前記１．に記載のとおり特別利益の計上及び連結子会社が債務超過を解

消したことによる前期までの債務超過分が非支配株主の負担になったことにより親会社株主に帰属

する当期純利益は前回発表数値を上回りました。 

 個別業績につきましては、売上高、経常利益が前回発表数値を下回りましたが、連結業績同様に前

期１．に記載の契約解約益及び子会社の債務超過解消による貸倒引当金の戻入等を特別利益に計上し

たことにより当期純利益は前回発表数値を上回りました。 


